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10月3日（火）にANAクラウンプラザホテル福岡で、宮田学園の

協力企業様をお招きし、初めてとなる第1回目連絡協議会を開

催しました。宮田学園は留学生の夢である「日本での就職」を

実現するため一貫教育に力を入れています。

来春卒業する国際貢献専門学校の留学生の就職支援体制を確立

するため、62社、81名の皆様にご参加頂き、宮田学園の現状や

今後の事業運営を説明し、協力関係を更に強固なものとするこ

とができました。懇親会では、留学生を雇用したことのある企

業様と雇用を考えている企業様との交流の場にもなりました。

ご参加頂いた皆様の協力を得て、留学生の日本での就職という

夢の実現のための協力会事業を来年2月頃に発足させる予定で

す。今後も宮田学園は留学生の夢の実現に全力で取り組みます。

経営情報誌を発行する（株）データ・マックスのネットニュースで

連絡協議会が紹介されました。

☞http://www.data-max.co.jp/291004_dm1866_01/

国際貢献の取り組みとして今年7月にスタートした宮田学園こども食堂。

当初の予定では定員20名でしたが、予想を上回る参加者数だったため、

2回目からは40人分の食事を準備しています。回を重ねる毎に、衛生面

に気を付けながらも楽しんで作る事ができるようになってきました。

季節や行事、「○○の日」にちなんだメニューを考えています。これか

らもこども達に「楽しかった！美味しかった！」と喜んでもらえるよう

なこども食堂を留学生と教職員全員で作っていきたいと思っています。

～10月20日(金)で第8回目を迎えました～

9月20日（水）にスポーツ大会を開催しました。西日本国際教育学院、

国際貢献専門大学校の学生総勢1400名が参加し、赤、青、黄、緑の

4チームに分かれ、ムカデ競争、玉入れ、綱引き、リレーの4種目を行

いました。どのチームも一丸となって汗を流しました。今回の大会の

様子はKBCのニュースでも取り上げていただきました。学生にとって、

日本文化を体験できるいい機会となったようです。

KBCの動画サイト ☞http://www.kbc.co.jp/movie/index.html?id=5873

僕は赤チームのリーダーでしたが、
優勝することができて本当に

嬉しかったです。
今年で2回目のスポーツ大会でしたが、

本当に楽しかったです。

(シュレスタ アシス・ネパール）

開会式のとき、選手宣誓をしました。
最初は恥ずかしいと思いましたが、
リーダー達と声を合わせてできたの

でよかったです。優勝はできませんでし
たが、とても楽しい1日でした。

(オウ ケイ・中国)



西 日 本 国 際 教 育 学 院

8月19日（土）高木フェスタに西日本国際教育学院の１年生が

参加しました。学生が中心となって、ベトナム風揚げ春巻き・

ネパール餃子モモを作りました。前日に材料の買い出しをして、

当日は朝早く集合しました。学生達は、手際よく料理を作った

り、販売したりと普段みることのできない一面を見ることがで

き、とても良い機会でした。400食近くを販売し、全ての商品を

完売することができました。収益金の全てを、九州北部豪雨の

義援金にあてました。

グェンティエンタン

ベトナム北部フート出身です。

本学院の卒業生です。入社３年目で

広報企画部所属です。年に４回程ベ

トナムに出張して学生を募集する仕

事をしています。趣味はサッカー観

戦。日本独特の景色や風景が大好き

です。

髙安 絵里香

入社５年目です。最近11ヶ月になる娘

が言葉を覚え始め、言語習得の面白さ

を実感しています。業務でも学生が日

本語を身に付け成長していく姿を実感

できます。日本語教師として責任感を

持って学生と関わり、日本語力向上の

ためのサポートができればと思います。

平日は毎日学校やアルバイトで忙し

いですが、日本語能力試験N3に合格

でき日本語がわかるようになって楽

しいです。休日は友達と天神に遊び

に行ったり、ご飯を一緒に食べたり

しています。日本で就職できるよう

に努力します。（ネパール学生）

モンゴルからの留学生を開拓するため、宮田総長、川副

専務、経営企画室牧野室長と担当者が9月4日から8日まで

モンゴルの首都ウランバートルに出張しました。留学説

明会や面接を実施する一方、モンゴルの東大といわれる

国立大学を訪問してオチルクヤグ副学長、国際交流課

メンデバヤル課長と面談。宮田学園との提携を実現する

ため、メンデバルヤ課長を短期研修として来年1月に受入

れ、日本語研修を実施すると共に、提携内容を協議する

ことになりました。

Whats 高木フェスタ

毎年、本学院の所在地

である福岡市南区高木

地区の自治協議会が中

心となって行う夏祭り

のことです。高木小学

校で行われ、校庭では

飲食物等の販売、体育

館では技芸の披露等が

あります。今年は、ネ

パールの学生２名が母

国のダンスを踊りまし

た！

アディカリ スマン

10月14日(土)福岡市立宮竹中学校より、本学院の留学生

が宮竹中学校学生との交流を10年にわたって行い、国際

理解教育活動に貢献した事を称え感謝状を頂きました。

これからも地域の皆様との交流を続けていきます。



国際貢献専門大学校

7月から8月にわたって3回のオープンキャ

ンパス＆国際シンポジウムを国際交流セン

ターで行いました。筑紫女学園高等学校や

青葉高校の高校生をはじめとした約30名程

が参加しました。国際シンポジウムでは、

「海外で仕事をすること」など様々なト

ピックについて討論しました。昼食交流会

も実施し、高校生と留学生の交流の場とし

て有意義な時間でした。

いつでも皆さんのご来校

をお待ちしております！

西嶋 小百合

私は、学生指導課に所属して事務

を担当しております。学生の在籍

管理や文書の受付等を担当してお

ります。また、私の持つコミュニ

ケーション能力を発揮しながら、

学校の窓口として心を込めた対応

をしております。

高校の頃、日本が美しい国だけで

はなく、先進国だと知りました。

私自身のキャリアを上げるために

日本に留学しました。本校で様々

なものに触れ、学ぶことでキャリ

アアップが図れると思っています。

（ベトナム学生）

福岡大学でベンチャー企業論を教える

阿比留教授が指導する企業の課題解決型

インターンシップBreakthrough2017に

国際貢献専門大学校の留学生の参加を促

すため、 9月22日に福岡大学と筑紫女学

園大学の学生4名が国際交流センターで説

明会を開催しました。

9月24日に、興味を示した留学生5名が

福岡大学で開催されたBreakthrough2017

内部中間発表会に参加して、インターン

シップ内容を確認しました。

これからも留学生の就職活動のサポート

を続けていきます。

ITビジネス学科1年アディカリ アルン君（ネパール）が、

8月20日（日）熊本県松橋市で開催された第28回全九州テ

コンドー選手権で見事に優勝しました。母国ネパールで

1歳の時に始めたテコンドーを来日後も個人で道場に通い、

9月11日(月)から22日(金)の期間に、

高木寮の3階ホールで開催した留学生

募集企業14社の説明会において、就

職希望の学生が93名参加しました。

土木業や人材派遣業、飲食関係など

先輩達が就職している同業種の企業

の方の説明を聞くことができ、学生

達は将来の事をより真剣に考える

きっかけとなりました。説明会後は

希望の業種を選定し、エントリー

シートや履歴書を作成するなど自ら

行動する学生もおり、就職活動に弾

みをつける事が出来ました。

テコンドー一般75Kg全九州で優勝！！

学校生活とテコンドーを両立しています。大会には本学からも大勢の職員が応援

に駆けつけました。2020年東京五輪を目指す彼を皆応援しています。

ホ ズイ ズン

Microsoft officeと、2年生2クラス

の担任をしています。普段の授業で

は、検定試験取得の対策授業を中心

に行っています。習得した技術を、

ビジネス面でどう役に立てるか考え

させる授業を、前職の営業で体験し

たことを交えながら伝えています。

宮里 守幸



指導力について考えること

ふくおか 番組に出演

FM福岡で毎週日曜日、午後6時から30分間放送される

LinQの高木悠未さんと山木彩乃さんが出演する番組で、

10月1日（日）から12月31日（日）まで宮田学園の留学

生の地域交流や国際貢献の活動状況を毎回40秒間にま

とめ紹介しています。

留学生の活動に是非耳を傾けてみてください！！

国際交流広場インターナショナル
スクエア 大橋に参加しました

留学生の地域交流活動支援の一環として、大橋のイベン

トを共催しました。留学生による舞踏の披露や各国の文

化を紹介したほか、ベトナムは揚げ春巻き、ネパールは

餃子モモ、スリランカはカレー

の各料理を提供しました。2時間

程で売り切れ、大変好評でした。

寮の一斉清掃を行いました

8月18日（金）にシリウス寮・高木寮の清掃を行いました。

1年生4月生304名と7月生10名、職員が参加し、各自の部

屋を中心に掃除に取り組みました。非常に気温の高い日

で、初めはいやいやながら掃除していた学生たちも、部

屋がきれいになっていく様子を実感することで徐々に積

極性が芽生え、ロビーや寮周辺の清掃にも進んで参加し

ていました。職員も掃除の仕方を丁寧に指導することが

でき、また学生もしっかり取り組むことができていまし

た。

寄稿：道の窓

https://fmfukuoka.co.jp/linq/こちらから☞

12時～17時

■場 所
大橋駅前西口広場

■日 時

平成29年10月29日（日）

寄稿：道の窓

ｶﾅﾙ ｽﾏﾝ (ﾈﾊﾟｰﾙ)

私は、社会人硬式野球クラブチーム『福岡シーレックス』というチームで選手兼監督

をしています。主に土曜日、日曜日、祝日に活動しており、部員は約30名。選手の年

齢層は17歳～26歳で、学生と社会人が約半分ずつ在籍しています。まだ新しく若い

チームですが、部員達は週末の貴重な休みを使って練習に励んでいます。私も、選手

達のお手本になれば良いと思い、まだ選手としても試合に出場しています。国際貢献

専門大学校で学生の指導をする事、クラブチームで野球の指導をする事、いつも指導

する事の難しさを痛感しています。国際貢献専門大学校では、来年度からスポーツ貢

献学科の新設がありますが、小さい頃からスポーツをしている身として、スポーツ貢

献学科新設の瞬間に立ち会える事に感謝しています。これから、もっと指導力を向上

させ頑張っていきたいと思っています。

国際貢献専門大学校 学生指導課

社会人硬式野球クラブ

福岡シーレックス選手兼監督 山下 純輝

初めての留学生活で不安もありましたが、友達

と楽しい毎日を過ごしています。平成29年度文

部科学省外国人留学生学習奨励費の奨学金をも

らっているので、勉強に集中して取り組むこと

ができています。今年は日本語能力検定試験N3

の試験に合格し、今はN2の合格に向けて頑張っ

ています。いつも近くに友達と先生がいますか

ら、とても幸せです。これからもみなさん一緒

に勉強を頑張りましょう。

（西日本国際教育学院 2－1特進クラス）

ブイ ティ ハ（ベトナム）


